
Ⅱ-13 鉄 道路盤の振動待口めにう、ぅマ
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務毬 の詐1311″にば´萩 κローラー類.ブ ルドーザー嗜 が■ ′tて使用
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す か傾 向 上示 した.″ ちや口わ口数 が略 夕ZL

口狂 皮 にな るとだな永 比 があ ・)評分 で 1ま向際 氷

が滲ムして栄る(お填参照)。 ユ11～口める

とけると外尺性 にそり7～9口 で晨ナ式の光下1

えた。たって0永 比のあぃ上てら 聯盤 こ廠

"罠寸ぅュ`な くみモヨめる′くlよるロスこ宦 が立者
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§.5 年 口め宅果の老祭 やコルの前

鋼 IEll象
 (図 「1)

入略θ』で光下 が姿 り,そ の直 ェそり∂～9 cm左友であう。

(2)ゴ ーンの貧へ仏北 ゥ安七 : 貧 ＼オ̂れ はポータフ′レ=コ ーンペネトロメー ターでull
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土廣  関 東ローム

基礎
 嘲 mm)

一―●―― 然 比 101.22

_  _夕 _  θ Q7
-――X―――  → -  71°
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